
2024年度
神戸医療産業都市運営委員会
課題解決型企画提案事業補助金

事業者名
（代表企業・団体）

ポートアイランドスマイルプロジェクト

事業の名称 ポートアイランドにおけるエリア間交流事業「ポーアイスマイルリンク」

事業実施期間 令和6年9月18日〜令和7年2月17日

実績報告額 790,000円

解決を目指す課題 交流促進 □情報発信 □人材育成 □人材確保
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ポートアイランド交流事業「ポーアイスマイルリンク」

① ポーアイART ウォーク

日時：令和6年11月27日（水）１５：００ー１７：３０

② つながる！アイデアワークショップ

日時：令和７年 1月8日（水）１５：３０ー１７：３０

③ためマップの告知宣伝活動

日時：令和7年 2月10日 〜 2月17日

１．実施内容
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○頻出した意見

・大学・高校・中学を含めた運動会を企画してみてはどうか。

・ポーアイ市民の皆様や企業の皆様がそれぞれのメリットを満たすことは難しいと思いますが、この度の交流事業はすご

いポテンシャルを秘めていると感じました。敷居の低さから、さまざまな分野の方が交流できる場は非常に貴重であり同

じ時間を共有することでリアルタイムに取組が広がっていくのではと期待します。

・ポーアイのスポット、強みを伸ばしていき、それを拡散させることが良いのでは。

・トレンドにも乗りながら映像や音楽、食はみんなが楽しめるのではと思います。

・今回参加させて頂いて学生×市民×企業×・・・コラボ企画など相乗効果があると楽しそう。
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○ワークショップ
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グループ テーマ／アイデア名（案） 内容 初見

Aグループ 港島芸術祭
空き地や空き店舗、ホールを活用した芸術祭。地域の定食屋・店
舗と連携し、若い音楽家を招いて現代音楽やストリートアートを展
開。ポーアイ内のスピーカー会社との協力を検討。

地元企業との連携を深め、住民や観光客のニーズ
を事前に把握。実施後のフィードバックを集め、改
善点を次回に活かす。

Bグループ ドッグラン＆ライダーズカフェ
ポーアイ内にドッグランとライダースカフェを設置。動物愛好家や鉄
道ファンをターゲット。貸切スペースやポートライナー改装カフェを活
用。神戸市とポートライナーの協力が必要。

ペットと一緒に参加できるイベントや犬の健康サポー
ト施設を追加して、リピーターを増やす。

Cグループ 島内運動会＆音楽会
島全体で運動会を開催し、年齢を問わず楽しめる競技を提案。
音楽会では大学生と住民の交流を促進。企業との連携で景品を
提供。

運動会の競技が地域性と関連していることを伝える。
音楽会をインタラクティブな内容にして、参加者同
士の交流を促進。

Dグループ ポーアイフェス
企業従業員、学生、住民をターゲットにしたフェスティバル。広い道
路や駐車場を活用し、気軽に訪れることのできる飲食・交流の場
を提供。学生向けの割引などで参加を促進。

地元の特産物や文化を取り入れたブースやアクティ
ビティを追加。参加者の安全面にも配慮し、会場
の混雑や交通整理を計画。

○ワークショップのまとめ
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③ためマップの広報周知について

/日時：2025年2月10日(月)〜17日(月)

/配布場所：

島内11マンション群＋神戸大学レジデンス

/配布数：約7500部 

ためマップポーアイのアプリ画面 抜粋
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①アンケート及びヒアリング結果

2.効果測定の結果概要と次年度以降の活動に向けた検証結果

参加者満足度 n=13

大変満足

69%

満足

23%

普通

8%

参加者の92%が

満足以上の評価

・日頃歩かない道を周ることができた

・世代を超えておしゃべりができた

・まちの魅力スポットを紹介していただくことで新たな発見や参加者同士の会話・交流に繋がり

楽しく街歩きができた

・知らなかった場所・企業など新エリアを知れた。

・今回のように住人・学生・勤め人といろんな方々一緒になって何かをするという企画は大賛成。

・リボーンプロジェクトの全体像や進捗を知り・関係人口の全員が自分ごととして捉えられる

参加イベントがあれば参加してみたい。

・みんながポーアイに夢があって、実現したいこともたくさんあって熱い話し合いになった。

・住民の方との交流を得て、知らなかったことや実際に抱えていた問題などを知り、改善点に気付いた。

こうして交流することに意味があり、良いポートアイランドを作るために必要なことだとわかった。

・時間が足りない、話し合いのポイントを事前に学生共有して発表まで一任した方がスムーズではと感じた。

・グループ毎に着眼点が違っていたため、ポーアイには魅力がまだあることに気付いた。

・学生、通勤者、住民の３者が適度に分配配置されていて、交流の接点がない状況と、

互いにそれがもったいないと感じていることを知ることができた。

11/27 ポーアイアートウォーク

1/8  つながる！アイデアワークショップ

不満 0%

大変不満 0%
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11/27 ポーアイアートウォーク

・入力データの操作方法についてもっと詳しい説明が必要だと思う。

・認知度が低い

・まずはいろいろな人に知ってもらうことが大切だと思った。

・アプリを立ち上げなくても使用できてお手軽感がある。

・直感的な使いやすさが改善されれば普段使いしやすい。

②ためマップの広報周知のアクセス数と感想

アクセス数 43件 → 175件 4.1倍

チラシ配布期間
2/10〜2/17

チラシ配布前後
1月→2月
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③補助対象期間終了後の活動継続に向けた検証の結果 等

2.効果測定の結果概要と次年度以降の活動に向けた検証結果

（必要性・継続性）
・島内の新たな発見や魅力再認識、交流促進によるつながりの深度化等について、高い満足度と関心を得られた
ことから、交流促進事業を継続する意義や必要性を確認できた。
・WSで得たアイデアを実際にやってみる企画と今回のような交流企画の両プロジェクトについて、企画の段階
から島内関係者へ参画を促すなど、繋がる機会の頻度と質の向上を目的に次年度以降も継続実施することは、島
内のエリア間交流や相乗効果の向上に資するものであると考える。
・今回実施した内容は、固有の技術を要する必要がなく、ノウハウの蓄積や引き継ぎにより再現可能であり、今
後も継続実施が可能である。また、参加者からは今回のような企画は日頃の生活には無く、機会があれば参加し
たいとの声もいただいた。募り方の工夫により新たな参加者を見込むことが可能。

（自走性）
島内の既存のイベントを活用した広報周知により広報宣伝費を抑制し、且つ必要な参加費を企画に応じて徴収す
ることで、次年度以降も事業を継続実施することが可能である
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③補助対象期間終了後の活動継続に向けた検証の結果 等

2.効果測定の結果概要と次年度以降の活動に向けた検証結果

（ためまっぷと事業実施の今後の展開について）
・今年度の取り組みにて、住民への周知としてのチラシ配布のほか、企業連携による取り組みとして、ポートピ
アホテルの住民限定の割引情報を掲載したところ、アクセス数が向上する結果となった（閲覧回数1040回、2月
28日現在）

・次年度以降はためマップの認知拡大に向けて、①企業情報②防災情報を積極的に掲載したいと考える。①につ
いて、ポーアイ内の企業が島内人材の活用を検討する際の求人情報やサービス提供の割引情報など掲載すること
で、企業にとっても協力連携するインセンティブにつながると考えている。すでにポートアイランドの企業情報
を商工会議所から提供頂いており、連携先を模索しながら、ためマップの拡大に取り組んで行きたい。②につい
て、ポーアイ内の避難所や防災備蓄倉庫の場所や内容などを、学生と住民と企業がまち歩きをしながら確認をし、
その結果をためまっぷにて情報共有することで、地域の防災力を高めると同時に、ためまっぷへの興味関心を高
めていきたい。
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３.参考
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